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商いを通じて学ぶ会計と
経営戦略
～地域に貢献する商品開発を通じて～



　長岡大学の「学生による地域活性化プログラム」は、平成 19 年度の文部科学省現代的教育ニ
ーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）に選定された「学生による地域活性化提案プログラム　
―政策対応型専門人材の育成―」に始まり、平成 25 年度からは文部科学省「地（知）の拠点整備
事業」（大学COC事業）に選定された「長岡地域＜創造人材＞養成プログラム」の一環として、
発展・継続して取り組んで参りました。現在では、本学の特徴的な教育プログラムとして周辺
地域における認知度がさらに高まってきていると実感しております。
　長きにわたりこの取り組みを続けて来られたのは、ひとえに地域の皆様の暖かいご支援とご
指導の賜物と、心より感謝申し上げます。この取り組みが地域の活性化にまだ十分に貢献して
いるとは言えませんが、これまで本プログラムの運営に多大なご協力をいただいた地域連携ア
ドバイザーの方々だけでなく、地域のたくさんの方々からも各取り組みテーマに対するお問い
合わせや激励のお言葉をいただいております。また最近では、取り組みの中心である学生の活
動について新聞やテレビ等のメディアでも取り上げていただく機会が多くなりました。地域の
皆様には、日頃より本プログラムへの多大なるご支援とご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　「地域活性化とは何か」という問いに対する明確な答えは無いと思いますが、本プログラムで
は、答えの無い地域課題に対して、それをどのように考え、どのように行動し、対応して行く
のかを学生が自ら試行錯誤する中で体得していくことができます。本学を卒業して地域社会の
一員となる学生が将来、地域が抱える課題に日々取り組んでいくことになると考えると、彼ら
にとってこれらの体験は大変貴重なものとなることでしょう。
　本プログラムでは、各ゼミナールで設定したテーマの下で学生がグループで活動を進めて行
くことになりますが、時には活動で一緒になる地域の大人たちとの意見の食い違いや学生同士
のちょっとしたすれ違い等が起きることもあります。このような体験も学生がさらに一歩成長
するきっかけとなります。ゼミで決めたテーマをまとめ上げるために、どのように他者とかか
わりながら取り組みを進めて行くべきなのか、この取り組みの中で自分の役割は何であるのか、
などを考えながら活動を行っていくことで、チームで活動することの難しさだけでなく、チー
ムで何かをやり遂げることの充実感や達成感を味わうことができます。
　長岡大学の「学生による地域活性化プログラム」では、学生が地域の皆様と一緒に汗をかき、
考え、そして楽しむことで、目先の地域貢献活動だけでなく、将来にわたって地域の活性化を
担っていける人材の育成を目指しております。長岡大学の建学の精神は、「幅広い職業人として
の人づくりと実学実践教育の推進」と「地域社会に貢献し得る人材の育成」です。本プログラ
ムは、まさにこの精神を実現するための中核となる教育プログラムであると言えます。

平成 31 年３月

ご　あ　い　さ　つ

長岡大学  学長　村山　光博

長岡大学は、文部科学大臣の認証を受けた『公益財団法人日本高等教育
評価機構』により、平成28年度大学機関別認証評価を受審し、平成29年
３月７日、日本高等教育評価機構が定める大学評価基準を満たしていると
「認定」されました。



　平田ゼミでは、長岡大学の特徴的な教育プログラムのひとつである「学生による地域活性化プログ
ラム」に参加し、「商いをベースとして会計を実践的に学ぶこと」をテーマに長岡市や新潟県を盛り
上げる新しい商品を開発しようという取り組みを行っています。会計や経営戦略などを題材に自分で
課題を見つけ、それをどのように解決していくのか、一人ひとりが一生懸命考えるゼミです。４月～
５月にはコラボレーションしたい企業の選定と企画書の作成、６～８月には企業見学や新商品の具体
的な内容の検討、９～11 月には悠久祭での模擬店経営に向けた話し合いを行い、11～12 月には成果
発表会に向けてスライド作成と発表練習を行いました。
　商品開発では、洋菓子・米菓・飲料・レストラン・弁当のグループに分かれて活動をしました。学
生自身が選んだ企業に対して企画書を作成し新商品の提案を行い、提案が通った企業（岩塚製菓様、
シャトレーゼ様、関原酒造様、ヤスダヨーグルト様）や学校（長岡造形大学板垣様）と協力し試作品
作りを行っております。岩塚製菓様とコラボレーションして、“若者向けのおつまみ（米菓）” の開発を、
シャトレーゼ様とコラボレーションして “新潟らしいシュークリーム” の開発を、関原酒造様・ヤス
ダヨーグルトおよび長岡造形大学とコラボレーションして “若い女性向けのヨーグルト酒” の開発を
おこなっています。完成した商品は、県内だけでなく全国のスーパーや菓子店などで販売されます。
自分たちが考えた商品が店頭に並ぶ日を楽しみに頑張っています。
　模擬店経営では、模擬店コンテスト１位獲得を目標に、18 年５月から話し合いを進めました。ブレ
インストーミングを用いた模擬店のアイデア出しを行い、模擬店で扱う商品を、肉巻きおにぎりに決
定し、８月には試作会を行い、美味しさを追求するために３種類のレシピを検討したり、形や重さ、
値段とのバランスを考えました。さらに、利益が出るためにはどのように販売すればいいのか販売戦
略について試行錯誤し、訪問販売や模擬店のブランド化等アイデアを出し合いました。その結果、悠
久祭では、模擬店コンテスト２位を頂くことができました。2019 年度は、１位を取れるよう学生達は
今から意気込んでいます。
　新商品開発の活動において、話し合いを行うため岩塚製菓の小黒様には大学へ何度も足をお運びい
ただきました。また、本社訪問では、工場見学だけではなく、役員の方を交えて新商品の案について
検討会を行い貴重なご意見をいただきました。また、実際に新商品を試食したり、コンセプトシート
を用いてターゲットや商品の特徴を明確することを学びより良い新商品の案を考えることができまし
た。これらは学生にとって貴重な経験となったに違いありません。お忙しい中、快くご協力いただき
ました岩塚製菓様には厚く御礼申し上げます。地域がより一層活性化するよう平田ゼミ一同頑張りま
すので、今後とも応援の程よろしくお願いします。

平成 31 年３月

はじめに

長岡大学専任講師／ゼミ担当教員　平田　沙織

－学生による新商品開発と模擬店経営について－
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長岡大学　学生による地域活性化プログラム
各プロジェクト報告書

１．長岡の誇れる地域資源を若人に広めよう！
　　～長岡版「工場の祭典」の開催を～
　　栗井英大ゼミナール

２．グラスルーツグローバリゼーション
　　－草の根・地域からの地球一体化・人類統合の推進－
　　広田秀樹ゼミナール

３．「まちの駅」から地域の魅力を発信し、交流人口の増加に寄与したい！
　　鯉江康正ゼミナール

４．酒粕で長岡を盛り上げよう！
　　－カスを価値に！－
　　權　五景（樂九）ゼミナール (１)

５．商いを通じて学ぶ会計と経営戦略
　　～地域に貢献する商品開発を通じて～
　　平田沙織ゼミナール

６．十分杯で長岡を盛り上げよう！
　　－世界と長岡の繫がり－
　　權　五景（樂九）ゼミナール (２)

７．地元企業の働き方を知る
　　鈴木章浩ゼミナール


